
小学校 外国語科 ② 五つの領域別の学年ごとの目標（宮崎県各小学校用参考版） 
 

 

 

 

 

 

 

 

※ 表内の第５学年及び第６学年の項目については、各地域及び各学校の児童の実態に合わせて、適宜変更を加えて作成後、計画的に指導をしてください。 

※ 全ての領域において、あくまでも２年間を通じて繰り返し計画的・継続的に指導をしていく必要がある点には十分ご留意ください。 

第６学年 聞くこと 読むこと 話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと 

○ ゆっくりはっきり話

されれば、日常生活に

関する身近で簡単な事

柄について、短い話の

概要をとらえることが

できる。 

 

 

 

○ 音声で十分に慣れ親

しんだ簡単な語句や基

本的な表現を推測して

読んで意味が分かる。 

○ 自分や相手のこと及び

身の回りのものに関する

事柄について、簡単な語

句や基本的な表現を用い

てその場で質問をしたり

質問に答えたりして伝え

合うことができる。 

 

○ 身近で簡単な事柄につい

て、伝えようとする内容を

整理した上で、自分の考え

や気持ちなどを、簡単な語

句や基本的な表現を用いて

話すことができる。 

○ 大文字、小文字を活字体で

書くことができる。 

○ 語順を意識しながら音声で

十分に慣れ親しんだ簡単な語

句や基本的な表現を書き写す

ことができる。 

○ 音声で十分に慣れ親しんだ

簡単な語句や基本的な表現を

用いた例文を参考に、言葉を

選んで書くことができる。 

 

第５学年 聞くこと 読むこと 話すこと［やり取り］ 話すこと［発表］ 書くこと 

○ ゆっくりはっきり話

されれば、自分のこと

や身近で簡単な事柄に

ついて、簡単な語句や

基本的な表現を聞き取

ることができる。 

○ ゆっくりはっきり話

されれば、日常生活に

関する身近で簡単な事

柄について、具体的な

情報を聞き取ることが

できる。 

○ 活字体で書かれた文

字を識別し、その読み方

を発音することができ

る。 

 

 

 

 

○ 音声で十分に慣れ親

しんだ簡単な語句を推

測して読んで意味が分

かる。 

○ 基本的な表現を用いて

指示、依頼をしたり、それ

らに応じたりすることが

できる。 

○ 日常生活に関する身近

で簡単な事柄について、

自分の考えや気持ちなど

を、簡単な語句や基本的

な表現を用いて伝え合う

ことができる。 

○ 日常生活に関する身近で

簡単な事柄について、簡単

な語句や基本的な表現を用

いて話すことができる。 

○ 自分のことについて、伝

えようとする内容を整理し

た上で、簡単な語句や基本

的な表現を用いて話すこと

ができる。 

 

 

 

○ 大文字、小文字を活字体で

書くことが概ねできる。 

○ 音声で十分に慣れ親しんだ

簡単な語句を書き写すこと

ができる。 

小学校第６学年卒業時の学習到達目標（目指す児童の姿） 

身近で簡単な事柄について、簡単な語句や基本的な表現を用いて、聞いたり話したりするとともに、音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句や基本的な表現を

推測しながら読んだり、語順を意識しながら、例文を参考に書いたりして、自分の考えや気持ちなどを伝え合うことができる。 

小学校第５学年修了時の学習到達目標 

身近で簡単な事柄について、簡単な語句や基本的な表現を用いて、聞いたり話したりするとともに、音声で十分に慣れ親しんだ簡単な語句を推測しながら読

んだり、例文を参考に書き写したりして、自分の考えや気持ちなどを伝え合うことができる。 

Let’s do our best together! 

［例］挨拶、

誕生日、 

思い出など

があるね。 

「できるではなく、語句や表現

の意味が分かればいいとよ。」 

 

［例］A～Z，a～ｚ 

「このアルファベットは○って読むっ

ちゃね。」「このアルファベットは□

□って発音すればいっちゃね。」 

［例］ 

「５年生では、ワードリストや絵辞書、

ワークシートなどから、語句を選んで

書き写せればいいっちゃが。」 

「（中学校の即興性につなげるために、）

その場でやり取りできるといいがね。」 

「掲示やパンフレット、絵本など

で言語外情報を伴って示された」 


